
12月の植物 

センリョウ（センリョウ科） 

学名：Sarcandra glabra (Thunb.) Nakai 

 

千両，万両，蟻通しと称えられ，縁起のいい生花としてめでられている。分布や形態は各種文

献に委ねるが，センリョウの特徴をよく表した方言として草珊瑚，竹節草，みばな等がある。 

センリョウの主用途が，庭木，生花であることから，栽培作物化の方向にあり，増殖が必要と

なるが，播種（春蒔），挿木（春挿し）で 50 日位で発芽，発根する。その他，取り木，株分けも

可能である。この増殖や栽培の管理としては，強い寒暑，強い日光，水分の確保への留意は必須

事項である。更につややかで美しい葉と実のセンリョウを得るには鳥獣，病害虫対策が必須であ

る。 

是非増殖によって栽培の増進や，自然界自生種の保護にも貢献してもらいたいものである。                         

（中島 義則） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献：樹木図説（上原敬二），鹿児島の植物図鑑（杉本正流） 
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